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Market Review for last week
　【週刊】　証券レポート
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【先週の株式市場】
先週の東京株式市場は大きく上下に振れながらも、結局調整色の強い展開となりまし
た。月曜日、ニューヨークダウ３００ドル安と急激な円高を受けて東京市場も大幅下落
でスタート、日中の戻りも鈍く６１０円の大幅安で１３０００円を一気に割り込んでしまい
ました。火曜日、米国市場が小動きに留まったことから東京市場は反発して始まりまし
たが、米国時間にFRBのバーナンキ議長の講演が予定されていることや、今週重要
な経済指標の発表が続くことから警戒感も強く、１３０００円を挟んでもみあいとなり前
日比ほぼ変わらずで引けました。水曜日、米国市場は相変わらず不安定な動きだっ
たものの東京市場はやや落ち着きを取り戻し、薄めの商いの中終日１３０００円を挟ん
でもみあった後２０円の小幅安となりました。木曜日、米国のISM非製造業景況指数が
予想を上回り、ドル円も１０３円台後半で落ち着いていたことなどを背景に東京市場も
反発し、２４３円高の１３２１５円となりました。金曜日、一部の住宅ローン会社や投資
ファンドが債務不履行の通知を受け取ったとのニュースから信用不安が増大し、米国
株式市場は２００ドルを超える反落となりました。これを受けた東京市場は円高の追い
討ちもあって４３２円安となり、１月下旬の安値目前となる１２７８２円まで下落しまし
た。結局週間ベースの日経平均は6.03％の大幅下落となりました。
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【今週の展開】
経済指標の悪化、信用不安の継続で米国株式市場は引き続き厳しい状況にあります。先週発表されたISM製造業、非製
造業景況指数はともに好不況の分かれ目である５０を下回り、週末発表の雇用統計は市場予想の２３０００人増に対し６３
０００人減という大幅下ぶれの結果となりました。これを受けて米国では景況感が更に大きく後退し、株安、ドル安の反応と
なりました。これに対しFRBは流動性供給を大幅に増やす決定を行いましたが、問題の根本的解決にはならない事をマー
ケットも承知しており、株価の反応も一時的でした。注目のモノライン問題も、大手の増資計画が発表されましたが規模が
小さく、市場の不安を解消するには至っていません。企業の信用力を取引するクレジット・デフォルト・スワップを見ても保証
料はさらに上昇を続けており、事態がまだ進行中であることを示しています。

このような環境下、先週の東京株式市場は１月安値の
１２５７２円目前まで下落する展開となっており、今週も
厳しい相場展開を覚悟せざるを得ない状況かと思われ
ます。米国の景況感悪化を主因に足元で円高が急速
に進んでおり、輸出企業の収益に対する懸念が増大
するとともに、ここ数年の景気拡大を大きく支えてきた
輸出の鈍化が日本経済全体に影響を及ぼすことが危
惧されます。直近の円上昇が急だったことから目先一
服との見方もありますが、１００円大台割れという事態
になれば株価への悪影響も更に大きくなりそうです。


